
時
し

交付申請
額（円）

及び今後の課題
補助対象
経費（円）

合って，みんなで安
くりの実践活動に一歩

柱のひとつにした

今年度申請
の有無

無

実績額
（円）

助け合う安心して暮らせる町づく

30,000
のこともあって，予算

新年度に向けての

意義の大切さの啓蒙
さんが気軽に揃って
が行えた。

，イベントの最後に輪
参加福祉作業所と出
が行えた。音楽を背
ーズに行え，相互理
。

60,200

　　　　無

「地域の茶の
間」として社
協 事 業 に 申
請

30,000

ら，人々が求めて
を整理する事が出来

して，他者との関わ
支 的に行動したくても具

出演 開催

200,000

足や，宮浦中学校の
来なかった。

期間をより時間をか
フとネットワークを築
く行えるよう，福祉作
たちとの絆を深め，

バーサルの交流の輪

203,670 有200,000

り・支えあい方に積極的に行動したくても具
いという現状が見え

ス利用者の家族とス
築に着眼し，人と人

づくりのキーポイント
。個々のコミュニケー
各地に広めていくこと
あえる要素の一つで,
ベンチを設置したこ

空間の広がりを位置
地域がこれを積極的
みにつなげていきた

域 ま にご協力いただける

160,000160,000

　　　　無

地域のたまり
場づくりにつ
い て 再 度 計
画を見直し，
来 年 度 申 請
予定

155,000
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団体名・事業名 事業の 実施目的 した事業内容
住民等の参
画及び共同

事業の継続的運営 実施した事業の成果

①
女池北自治会
　「おでかけ茶の間

助け合う安心

」

りのひとつとして
ねのない身近な場
　①交流を深める

②心身の健康
て， 生き
を過ごしてもらう。

　　「おでかけ茶の間」

午前
て暮らせる町づく

　　・月に1回　午前9時
　　・会場　鳥屋野地区

お茶や地域ボランテ
交流を深め，地域の生
を感じながら，保健師や
よる風邪の予防・介護
話でいきいき健康づく

，高齢者が気兼
所で

づくり活動を通し
がいをもった人生

としての元

から午後から午後2
公民館

ィアの手づ
活環境の
包括支援

・口腔内の
りを行った

気な狭域町づ

時ま時まで

くり料理で，語
大切さや地域
センターの職
話・防犯防災

。

くり

自治会役員
によるボラン
ティア

平成２
一部自治
算化

り合い，
の温かさ
員などに
などの講

２年度よ
会より

・お互
心して
踏み
意義

り
予

意義

・年度
案に
反省

・「お
をす
出か

いに支
暮らせ

込み，自
が大きが大きい

途中か
手落ちが
点である

でかけ茶
すめ，高
けてもら

え合い助け
る地域づ
治会活動の
。

らの出発
目立った。
。

の間」の
齢者の皆
える輪作り

②

NPO　つくし工房
「～Ｓet！ Ｌｏｖｅ

ｏｔｉｏｎ～みんなが仲
のリレーコンサート

「福祉事業への
すくするための環

相互理解を深

ｉn Ｍ
間，愛

」

相互理解を深
の場を提供する。

要援護者の方
場の提供。

ユニバーサル
を，音楽や作業所
リレー（つなげて
する。

作業所による展示販
ボランティア出演によるリレ

住民参画をしや
境づくり」

めるき かけ作り
ボランティア によるリレーコンサートの

　　・平成22年3月20日
　　・会場　朱鷺メッセ展

一般の方が少しでも
リーアナウンサーによ
動を紹介，作品展示も

めるきっかけ作り

々のふれあいの

なそれぞれの愛
などの展示販売

いく）活動の場と

売と，新潟
ーコンサ

(土)　午前
望室（Be

福祉に興
る福祉の講
行った。

在住のアーテ
ートの開催

11時から午後
fcoばかうけ展

味を持てるよ
話や福祉作

ィストの

リ レ ー コ ン
サ ー ト 出 演
者 ， ボ ラ ン
ティ アス タッ
フ

中央区
業に現物
を 依 頼
サー以外
加を呼び

2時
望室）

うに，フ
業所の活

内の各
での支
， ス ポ
からの
かける。

・佐渡
にな
演者
景に
解とい

企
援
ン
参

・準備
生徒

・今後
け，ボ
き，様
業所
より多
を広

おけさ
って歌を
，来場者
すると交

う点で

期間が
との日程

はPR活
ランテ
々な活

と地域の
くの人

げていき

の講習や
聴くなど，
との交流
流がスム

は良かった

短く，PR不
調整が出

動や準備
ィアスタッ
動が幅広
一般の人

たちとユニ
たい。

③
NPO　越のみちネッ
ク女性会議
「かけれて，なじらね

トワー

広場」

地域のくらしを
し合い，医療・福
識交換の広場を

１　アンケートの実施（
　
　　平成22年2月10日か
　　デイサービス利用者
　　配布数約１５０枚　
　　福祉，介護現場の声

２　座談会
　
　　平成22年3月20日
　　会場　デイサービス
　　トークゲスト　フリー
　　参加者　デイサービ

３　かけれてベンチの設

　　朱鷺メッセ展望室　
　　フレッシュはな正　 

支えあう知恵を貸
祉にかかわる意

創設する。

別紙１）

ら3月11日
，スタッフ

回答数94名
をアンケ

センター慶
ライター　
ス利用者

置

　　１脚
　　２脚（２

，医療福祉施

ート調査

寿苑
本間由美子
やその家族　3

店舗）

介 護 現 場 ス
タッフ・ネット
ワーク会員

意見交
実と拡大

かけ
の設置
づくり。

設で配布

0名

流会の
。

れてベン
，たまり

・アン
いる
た。ま
り・

充

チ
場

体的
た。

・座談
タッフ
がふ
となる
ション
が，安
その
とで，
づけ
に活
い。

・地

ケートの
地域の機

たアン
えあい
な方法が

会では
との信

れあい集
交流会
を図る
心な暮

ツールと
コミュニ

ることが
用してい

のた

集計結果か
能と役割

ケートをとお
方に積極

わからな

デイサービ
頼関係の構

える空間
であった

場を地域
らしを支え
して越後杉
ケーション
出来，また

く取り組

り場づくり
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